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1. はじめに 

	 人口減少に伴い、大幅な土地利用再編が求められている今、多種多様な緑地の機能を活用し都市の効率性

や持続可能性を高めようとする動きがみられる。このための政策ツールに持続可能性アセスメント（SA：

Sustainability	Assessment）があるが、長期的な予測評価を行うには緑地分布を開発の指標と関連させるな

どして長期的に推計することが必要になる。これまで日本では、人口増加を前提とした都市将来像予測に関

する研究は数多くされてきたが（例えば、橋詰,	1979；山田,	2011 など）、今後は人口減少を踏まえた将来推

計の手法が必要になる。例えば木内ら（2012）は、人口減少期における都市の将来シナリオの包括的な都市

構造の予測評価を行い、Ito.	et.	al.（2016）では過去の緑地と人口の分布から 2025 年人口変動シナリオを

評価を行い生態系サービスに関して予測評価を行った。しかしこの研究では、過去 15年のみが分析対象とな

っていたため、2025 年の将来推計に限られた。	

	 本課題研究は、新たに利用可能になった 2016 年度の土地利用・人口データを Ito.	et.	al.（2016）の分析

に加え、2035 年の都市の将来推計を行う。また、より多面的な人間活動による影響と時間変動を考慮し、パ

ネルデータ分析を用いて緑地の将来予測を行うことを目的とした。本研究は、中長期的な SAの予測評価手法

を開発し、これをデジタルアースのプラットフォームとして統合していくことを目指すものである。	

	

2. 方法 

	 本研究に用いた土地利用及び人口のデータ、人口シナリオ、生態系サービス量の評価については Ito,	 et	

al.（2017）に詳述するとおり、山田（2011）及び戸塚ら（1991）を参考にした。	

	 パネルデータ分析においては、メッシュの緑被率（GR）を説明する変数として、従来採用してきた人口密

度（PR）に加え、メッシュ内の商業用地（CR）、工業用地（IR）、文教用地（ER）、道路用地（RR）の面積割合

を採用し、1996 年、2001 年、2007 年、2011 年、2016 年の 5時点のデータにより分析を行った。また、メッ

シュの個体効果を踏まえて固定効果モデルによる推計を行った。 

𝐺𝑅#$ = 𝑎'𝑃𝑅#$ + 𝑎*𝐶𝑅#$ + 𝑎,𝐼𝑅#$ 	+ 𝑎/𝑇𝑅#$ + 𝑎1𝑅𝑅#$ + 𝑘	 （kは定数項）	 	 	 式１	

	

3. 結果 

	 過去 20 年間における、土地利用項目による変遷と

人口・緑地分布の時系列変化を可視化したものを図

１、図２に示す。過去20年間で市の総人口は 535,237

人から 627,816 人と 17.3％増加し、都市的土地利用

が 12.3％増加したのに対し、緑地は 23.4％減少した。

特に水田や森林は 30％以上減少した。一方、公園緑

地は 6.7％増加した。駅からの距離区分別では、駅か

ら近いほど人口が急激に増加し、それに伴い緑地が激

しく減少した。駅から 1.5km 以上離れた郊外では、過

去 20年間で人口は 2.1％減少しているが、緑地も 12.2％の減少が見られた。このデータを用いてパネルデー

タ分析を行った結果、以下の回帰式（式２）が得られた（R	2	=	0.6109,	Pro(F)	<	.001）。	

𝐺𝑅 = −26.16 ∙ 𝑃𝑅 − 0.7026 ∙ 𝐶𝑅 − 0.7888 ∙ 𝐼𝑅	 − 0.6923 ∙ 𝑇𝑅 − 1.088 ∙ 𝑅𝑅 + 0.7148				式２	

図１．1996 年–2016 年の土地利用変遷 
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	 この回帰式を用いて３つ

の人口分布シナリオにおい

て、駅からの距離区分別と市

全体の緑被率、それに伴う市

全体の各生態系サービスを

推計した結果を示す（表２）。	

	

4. 結論と考察 

	 結果より、船橋市の緑被率

については、今後も高い割合

での人口増加と極端な人口

減少が見込まれる地域では、

継続して緑地の減少が見込

まれる一方、20％未満の比較

的緩やかな人口減少が見込

まれる地域では、緑被率の増加が見込まれることが明らかになった。生態系サービスについては、変化する

緑地の種類や面積量に応じて増減が異なる。特に市全体の緑被率の増加にともなって調整サービスが増加す

る一方、郊外の大規模公園の周辺人口の減少によって文化的サービスは減少する見込みとなった。	
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表２．シナリオ別の緑地・生態系サービス将来推計 

 駅距離区分 2016 年 
(%: 1996 比) 

2035 年(%: 2016 年比) 
集中シナリオ 基準シナリオ 分散シナリオ 

人口 
(人) 

 

0 – 0.5km 227,169 (+27.3%) 253,539 (+11.6%) 244,451 (+7.6%) 199,018 (-12.4%) 
0.5 – 1km 264,980 (+19.0%) 269,480 (+1.7%) 267,980 (+1.1%) 260,480 (-1.7%) 
1 – 1.5km 107,513 (+2.1%) 86,378 (-19.7%) 93,423 (-13.1%) 128,648 (+19.7%) 
1.5km – 28,140 (-2.1%) 17,515 (-37.8%) 21,057 (-25.2%) 38,766 (+37.8%) 
市全体 627,802 (+17.3%) 626,912 (-0.14%) 

緑被率 
(%) 

 

0 – 0.5km 11.0 (-43.9%) 10.8 (-2.0%) 10.9 (-1.3%) 12.0 (+9.1%) 
0.5 – 1km 18.8 (-33.4%) 18.8 (+0.07%) 19.0 (+1.1%) 19.2 (+2.4%) 
1 – 1.5km 29.7 (-20.4%) 31.1 (+4.9%) 30.3 (+2.1%) 28.1 (-5.2%) 
1.5km – 50.8 (-12.2%) 50.8 (-0.06%) 50.5 (-0.6%) 49.2 (-3.3%) 
市全体 26.4 (-24.1%) 26.6 (+1.0%) 26.5 (+0.4%) 26.0 (-1.2%) 

CO2 吸収量 (×103t/year) 23.8 (-26.4%) 24.6 (+3.1%) 24.3 (+2.2%) 23.5 (-1.5%) 
農業産出額 (×109 円) 8.19 (-20.8%) 8.28 (+1.0%) 8.19 (-0.06%) 7.81 (-4.8%) 
文化的サービス量 (×106pt) 3.49 (+20.4%) 3.48 (-0.1%) 3.48 (-0.1%) 34.9 (+0.03%) 

図２．人口・緑地分布の変遷 
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